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論 文 内 容 の 要 旨
人間は無限 。絶対 ・永遠の自己を求めて、そうあり得ない有限的 ・時間的存在である。自己の




と している。この自己疎外をいかに回復 して本来的自己を生成せ しめるかという問いが彼の思想
の根本を貫いている。
彼は主体性が真理であると言 う。その限 りで言えば、本来的自己を生成 しようとする実存の主





























か らキルケゴールの問題 も発 しているのである。つまり主体的に実存する単独者の範疇は、実存
の否定的過程であり、内在の破滅であ つた。単独者が自己の永遠性を実現 しようとする主体的努




















論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論文 の 意 図 は 、実 存 主 義 の先 駆 で あ る キル ケ ゴー ル の 主 要 著 作 を 詳細 に し らべ つ つ 、 そ の 人
間存 在論 を 考察 し、 こ れを 通 して 、実 存 と して の 人 間 の 真 の 生 活 態 度 を 示唆 す る こ とに あ る。
本 論 文 の構 成 は 次 の 通 りで あ る。
序
第1章 思 想 形 成 の 基 底(4節)
第2章 審 美的 生 と倫 理 的 実 存
第3章 主 体 的 実 存(6節)
第4章 実 存 と逆 説 的 真 理(2節)
第5章 孤 独 と共 感(3節)
第6章 実 存 の 伝 達 と覚 醒(6節)
む す び
論 者 は 、第1章 にお い て 、キ ル ケ ゴー ル の思 想 を 内 面 か ら理 解 す るた め に 、 彼の ひ と とな りと
当 時 の デ ン マー クの 思 想 状 況 を 叙述 して い る 。 就中 、キ ル ケ ゴ ール ー 家 の特 別 な運 命、 父親 の 異
常 な気 質 と才 能 、 その 末 子 で あ るゼ ー レ ン ・キル ケ ゴ ール に対 す る厳 格 な 家庭 教 育 な ど を述 べ て、
'す
で に幼 い時 か ら、 自分 を 「例 外 者 」 と み な す 意識 が芽 生 え て い た と主 張 す る。次 に 、 大学 卒 業
後 に起 つた深 い 自 己反 省 、レギーネ ・オルセンとの婚約 、および婚約破 棄とい う出来事か ら、自分の真 に主 体
的 に 生 き る と は いか な る こ と につ い て の徹 底 的 な思 索 が起 つて きた こ とを 彼 の 日記 な ど を通 して
指 摘 す る 。そ して 、 この 思 策 が 、 一 方 で は 、 当時 の デ ンマ ー クの 一般 大衆 の 軽 薄 な風 潮 に対 し、
他 方 で は 、哲 学 界 や神 学 界 を 支 配 してい た ドイ ツ観 念 論 、 こ とに ヘ ー ゲ ル の哲 学 に対 す る対 決 に
よ つ て 、次 第 に形 を と りは じめ た経 過 を のべ て い る。次 に、 第2章 に お い て、 論 者 は、キルケゴール
の 思想 の 体 系 的 把 握 に は い る。 まず 、 彼 の著 作 活動 の前 半 期 で 生 み だ され た 「審 美 的諸 著 作 」 に
よ りつ つ 、享 楽 的 審 美 的 生 活 の論 理 的 構造 を明 に し、そ の ゆ きつ くと こ ろ に不 安 と絶 望 が あ らわ
れ て く るこ とを示 す 。 そ して 、 こ こか らの飛 躍 と して人 格 的倫 理 的 生活 が生 ぜ ざるを え ない 必然
性 を述べ る。 しか し、 この飛 躍 原 動力は、 キルケ ゴールにあ つては、宗教的例 外 者の意 識であ つた と し、
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ここか ら、倫 理 的生活 にも 満足 で きない彼独特の 悲劇的生活態度 が生れて くるとい う事情を説明 しようとする。
第3章 と 第4章 に お い て 、 論 者 は、 キ ル ケ ゴ ー ル の 思 索 の 中 心 問題 の 一 つ で あ る 「主体 的 真 理
と は何 か 」 に焦 点 を あ わせ て 、 論 を すす め る。普 遍 的 な認 識 主 観 と して の 人 間 で は な く、 実 存 的
な情 熱 の 主 体 と して の人 間 が、 自分 の 生 活 に意 味 を与 え る 真理 を 探 して 自己反 省 の道 を た ど る と
き 、そ こに は 、 多様 な 真 理 が次 々に 現 れ て は、 弁 証 法 的 にの り こ え られ て い つて、 最 後 に、 この
実 存 の 有 限 性 と罪性 とを告 発 す る絶対 的 真 理 が超 越 的 人 格 と して 立 ちふ さが る 。そ して 、 この 実
存 に絶 望 と挫 折 を起 させ る。 しか し、 この 時 こそ 、 こ の 実 存 が 絶 望 と 挫 折 と を の り こえて 、
超 越 的人 格 との 出 会 い に進 み 出 るこ とを 教 え られ る瞬 聞 で あ る 。 こ こに 、主体 性 の 挫折 が そ の 恵
与 へ とひ るが え つて ゆ く弁証 法 的逆 説 の構 造 が明 に な る、 と論 者 は 述べ て い る。
こ の よ うな 主体 的 な 真 理 との 出会 いを 、人格 的 な愛 の 実 践 と い う具 体 的 な視 点 か ら論 じ たキ ル
ヶ ゴー ル の 「宗 教 的 著作 」 に よ りつ つ 展 開 してい るの が第5章 で あ る。
最 後 に 、 論者 は 、第6章 にお い て、 上 記 の よ う な主 体 的 な真 理 との 出 会 い とその 実 践 と い う厳
粛 な生 活 態 度 を他 者 にむ か って い か に して伝 達 し うるか 、 とい う問 題 を キ ル ケ ゴ ー ル の 晩 年 の 著
作 の 中 か ら浮彫 りに しよ うと して い る 。客 観 的 な知 識 と して の 真 理 は、 これ を 他者 の 知 性 に 訴え
て 直 接 に伝 達 す る こ とが 可 能 で あ る。 しか し、主 体 的 実 践 の 生 活 態 度 は、 これ を 他者 に直 接 に伝
達 す る こと はで き な い 。で き る とす れ ば 、 ただ 間 接 的 に 、 で あ る 。す な わ ち 、 この 主体 が 、他 者
との 人格 的 な ま じわ りの 中 で 、超 越 者 を 前 に して倫 理 的 実践 に は げ む と い う事 実 その もの を も つ
て 他 者 にむ か う時 、 この事 実 が 、他 者 の 胸 中 に 神 を まえ に した 単 独者 に な る ことへ の 目覚 め を促
す 、とい う間接的伝達 であ る。 ここにお いて は、主体的な真理との出会 いを伝達 しよ うとす るものも、これ を
受 取 ろうとす るもの も、それぞれ、 自己の内面 にお いて自己の罪 性に 目覚 め、か つ、超 越者 によ つて許 され
励 まされて進む とい う実存的 出会 いにおける危機の克服が行われてゆかね ばな らぬと、論 者はのべるのである。
この ように、論 者はキルケゴールの諸著 作によ つて 、彼の実存的人間存 在論 を うかびあが らせ る。そ して、
この研究を通 して、現 代の人間が真の厳粛 な生 き方を一人一 人 探 究 す る課 題 を 与 え られ て い る、 とい う
こ とを示 唆 してい る。
以上の よ うな論考を通観す ると、論者 は、キルケゴール の著作 を忠実 に理解 しよ うとす るあ ま り、ヘーゲ)レ
に 由来す るキル ケゴール独特の抽象的概念にたよ りす ぎてい る。 これを更 に自分の ことばで表現 しよ うとす る
努 力がも う一 段 と望 まれ る。また、キルケ ゴールの魅 カーつ である人生の諸段階の弁証法的 な展開を ダ イナ ミ
ックにと らえる工夫 がやや不足 している。審美的生活 か ら倫理的生活への移行 は、た くみ に説 明されて い るが
倫理 的生 活か ら宗教的生活への移 行と宗教的 生活の豊か な内容の理解 は必 しも十分 とはいえ ない。 この点}よ
第5章 の叙述 内容 に殊に強 くあ らわれ ている。IronikerやPolemikerと しての キルケ ゴールの かげに
隠れてい るSeelsorgerと してのキル ケゴール をも つと掬み あげ る努力が今後 とも望 まれ る。それには 、
いわゆ る 「宗 教的 諸著作」 のさ らなる理解を必要とす るで あろう。
これ らの不十分 な諸 点を もつ にもかかわ らず、本論文は、難解で分量の多いキルケ ゴールの諸 著作を通読 し、
ここ か ら人 間存 在 論 に 関 す る彼 の 中 心 思想 を 適 格 に と りだ し、 最 後 に は 、 真理 の伝 達 の 問題 を手 が
か りに して 、 人 間 教 育 の 可 能牲 を深 く論 求 して い る点 で、 独 創 的 で あ り、 学 界 に寄 与す る もの が 多
い と思 わ れ る。 よ つて 、 教 育 学 博 士 を授 与 す る こと を適 当 と認 め る。
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